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出典：地理院地図に被災情報等を追記して掲載

国道349号直轄権限代行区間 延長約14km国道349号直轄権限代行区間 延長約14km

特に被災の大きかった区間特に被災の大きかった区間
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山側への別ルート並行現道の冠水範囲

被災箇所

【凡例】

●
●現道部は幅員狭小で、すれ違いが困難な箇所が区間の約45%を占めています。

●区間内にある全カーブのうち、約29%が規制速度40km/hを満足しない急カーブです｡　

交通安全性の課題課題③　課題③　

異常気象時の道路冠水の課題課題②課題②

●昭和61年から令和元年東日本台風までの33年間で、阿武隈川の増水による道路の冠水が4回発生しています。

土砂災害等に対する安全性の課題課題①課題①

●令和元年東日本台風（台風第19号）では現道の被災が29箇所(※)で発生しています。

●時間雨量30mm、連続雨量120mmを超えた場合には、安全のため通行規制を実施する必要があり、令和元年東日本

台風発災までの10年間で16回の通行止めを実施しています。

※大規模災害からの復興に関する法律（第46条 第1項）
　被災した地方公共団体から要請があり、特定大規模災害等からの円滑かつ迅速な復興のため必要があると認められる時、国土交通省が道路管理者に代わって

災害復旧事業を施行できます。

※29箇所：耕野不動から舘矢間山田間の約14㎞区間での被災箇所数
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おおはりかわはり

国道349号は、茨城県水戸市から福島県伊達市を経由し、宮城県柴田郡柴田町を結ぶ約260kmの幹線道路です。この

うち丸森町内の当該路線は、平成31年4月1日から、重要物流道路の代替・補完路に指定されています。

宮城県伊具郡丸森町耕野不動～舘矢間山田間の約14kmの区間（宮城県管理）は、令和元年東日本台風（台風第19号）

により被災したため、大規模災害からの復興に関する法律（第46条第1項）に基づき、国土交通省の権限代行により

災害復旧事業を実施しました。特に、丸森町耕野不動～大張川張間の約8kmの区間は被害が大きく、また国道349号が抱

えている課題も大きいことから、再度災害防止による地域の安全・安心の確保を目的として「山側への別ルート」で

の本復旧を行いました。

※

国 道 3 4 9 号 の 課 題 （ 宮 城 県 伊 具 郡 丸 森 町 耕 野 不 動 ～ 大 張 川 張 ）国 道 3 4 9 号 の 課 題 （ 宮 城 県 伊 具 郡 丸 森 町 耕 野 不 動 ～ 大 張 川 張 ）国 道 3 4 9 号 の 課 題 （ 宮 城 県 伊 具 郡 丸 森 町 耕 野 不 動 ～ 大 張 川 張 ）
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